
75歳以上を対象にした後期高齢者医療制度

の廃止を求める「4野党共同の緊急集会」が

3月5日、衆院議員会館で開かれました。日

本共産党、民主党、社民党、国民新党の国

会議員、高齢者、医療団体の代表ら200人以

上が参加しました。

全国から多くの同制度の廃止を求める署名
がよせられ、数ヵ月の間に制度への怒りが
広がっています。

日本共産党を代表して発言した、小池氏は、「75歳になった途端に、今

の医療保険から強制的に脱退させ、別の制度に囲い込むことに怒りの声が

広がっている。若い人にとっても、日本の医療保険が生涯入れる保険でな

くなる。世界の皆保険制度を持つ国で、年齢で機械的に切り離してしまう

国はない」と告発し、制度の撤回・廃止を強く求めました。
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2008年3月号外 日本共産党の活動を紹介します。

野党4党は2月28日に共同で、4月実施予定の後期高齢者

医療制度を廃止する法案を衆院に提出しました。法案は、

後期高齢者医療制度の廃止、70歳から74歳までの医療費

窓口負担引き上げの廃止、年金からの保険料天引きの中

止などを盛り込んでいます。

衆議院への法案の野党共同提出は、昨年の参院選挙以

降初めてのことです。

同制度は自民、公明両党が強行した医療改悪法で導入

が決められました。制度が知られるにつれ、「年寄りは

死ねというのか」などの怒りが広がり、中止・撤回や見

直しを求める地方自治体の決議は512自治体(27.5%)、反

対署名も350万人に広がっています。

今こそ、党派・立場の違いを越えて「廃止の一点」で

共同し、後期高齢者医療制度廃止法案の今国会での成立

に向け、たたかいを広げましょう。

① これまで保険料負担がなかった被扶養

家族の高齢者からも保険料を徴収する。

② ２年ごとに保険料の値上げを検討する。

③ 月額15000円以上の年金受給者からは

保険料を天引きする。

④ 滞納者からは保険証を取り上げる。

⑤ 保険証をもっていても受けられる医療

を制限する。

集会で訴える高齢者
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日本共産党中央委員会のホームページに、後期高齢者医療制度で支払う保険料が簡単にわかる、
「計算シート」ができました。「計算シート」では、年齢や年収など必要な事項を入力するだけで、
保険料額が自動的に計算されます。

４７都道府県の保険料をすべて計算でき、「75歳以上の単身世帯」「夫婦とも75歳以上の世帯」

だけでなく、「夫婦どちらか一方だけが75歳以上の世帯」や、「息子や娘が世帯主の世帯」も計算

できます。また、低所得者の保険料軽減措置なども含めて計算できます。気軽に試算してみてくだ

さい。

※ご質問、ご意見のある方はもよりの日本共産党事務所にお尋ねください。

日本共産党のホームページ(http
://www.jcp.or.jp/)の左上にあ
る「特集」をクリック→右側に
出てくる「自公政権が決めた
『後期高齢者医療制度』４月実
施を中止させるため、全力をつ
くします」をクリック→「後期
高齢者医療制度が計算できます」
をクリック→｢『後期高齢者医療
制度』の保険計算シート」が登
場します。
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